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平成２０年度原子力関係経費の予算案について  

（内閣府 原子力政策担当室）  

平成２０年２月１９日 

１．予算要求方針  

平成２０年度においては、原子力委員会は、昨年度に引き続き、原子力政

策大綱に基づく政策の妥当性の評価など同大綱のフォローアップを行うと

ともに、国民及び立地地域社会との相互理解や地域共生を図るための活動の

充実や国際社会への対応の充実など、原子力政策上の課題について着実に取

り組んでいく。  

 

２．原子力関係予算（全体）  

（百万円） 

 ２０年度予算案額 ２０年度概算要求額 １９年度予算額 

一般会計 ２９７ ３１０ ２９９ 

エネ特会（立地対策）    

エネ特会（利用対策）    

合計 ２９７ ３１０ ２９９ 

 

３ ．「基本方針」への対応状況  

Ｂ．国民及び立地地域社会との相互理解や地域共生を図るための活動の充実 

  （１）取組の方針 

 国民や立地地域の理解を得つつ原子力政策を遂行するために、市民参加懇談会、政策評価

のためのご意見を聴く会及び公開フォーラムの開催、各種調査・分析の実施、また、インターネ

ット等を活用した情報提供等を行い、原子力委員会の情報受信・発信力を強化し、原子力政策

について相互理解や地域共生を図るための活動を一層促進する。 

  （２）主な施策【平成２０年度予算案額←平成２０年度概算要求額←平成１９年度予算額（百万円）】 

    ○市民参加懇談会、政策評価のためのご意見を聴く会及び公開フォーラムの実施 

【29←30←20】  等 
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Ｆ．国際社会への対応の充実 

  （１）取組の方針 

 ＩＡＥＡ総会、アジア原子力協力フォーラム（ＦＮＣＡ）といった国際会議等について、積極的に

参画し、原子力政策の国際的動向を把握し、我が国の原子力の研究、開発及び利用の推進に

係る取組に反映するとともに、原子力に関する国際的な取組への貢献を通じて、我が国の原

子力の平和利用に係る考え方を世界に反映させていく。 

  （２）主な施策【平成２０年度予算案額←平成２０年度概算要求額←平成１９年度予算額（百万円）】 

○ＩＡＥＡ総会、アジア原子力協力フォーラム（ＦＮＣＡ）等の国際会議への積極的な参加 

  【29←32←18】  等 

 

４．その他特記事項  

  特になし。  

５．概算要求時からの変更点  

  特になし。  
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原子力関係経費の予算案ヒアリング 施策概要 

 

１．基本事項： 

所管省 内閣府 原子力政策担当室 整理番号 １ 

施策名 市民参加懇談会、政策評価のためのご意見を聴く会及び公開フォーラムの実施 

基本方針 

分類 

主：Ｂ１ 対象の重点化、施設効果が高いと考えられる手法の選択などによる広

聴・広報活動の一層の効果的・効率的推進 

従：Ｃ１ 高レベル放射性廃棄物処分地の選定を目指した国民との相互理解促進

に向けた活動の一層の充実 

Ｅ１ 放射線利用技術普及促進のための国民との相互理解促進に向けた活

動の充実 

大綱分類 

主：１－５－１「透明性の確保、広聴・広報の充実、国民参加、国と地方の関係」 

従：１－５－３「立地地域との共生」 

  ５「原子力の研究、開発及び利用に関する活動の評価の充実」 

２．予算額：                            （百万円） 

 ２０年度予算案額 ２０年度概算要求額 １９年度予算額 

一般会計 ２９ ３０ ２０ 

エネ特会（立地対策）    

エネ特会（利用対策）    

合計 ２９ ３０ ２０ 

 

３．施策内容 

（１）概要（必要性・緊急性） 

市民の意見等を把握するための広聴を行うことを目的とした「市民参加懇談会」、原子力

委員会が行う原子力政策の策定や政策評価を行う過程において、国民の意見の聴取を行うこ

とを目的とした「ご意見を聴く会」、原子力政策の特定の事項について、国民の理解促進の

ための説明を目的とした「公開フォーラム」を開催するなど、国民との相互理解に向けた取

組を行う。 

 

（２）期待される成果・これまでの成果 

 市民参加懇談会で得られた市民のご意見は、原子力委員会における原子力政策大綱の策定

をはじめとする政策立案に、ご意見を聴く会で得られた国民のご意見は、原子力政策大綱の

様式２ 
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政策評価に活かされてきた。また、公開フォーラムによる情報発信は、国民が原子力に係る

問題に接する機会を増やし、また原子力政策を理解する一助となっている。今後も同じよう

な役割を担い、国民との相互理解の推進に貢献することが想定される。 

 

４．当該施策の事前評価・中間評価の有無及びその評価の内容等： 

 特になし。 

 

５．平成２０年度予算要求内容： 

 市民参加懇談会、公開フォーラム及び政策評価のためのご意見を聴く会の開催に係る費用

等を要求する。 

 

６．その他（懸案事項、他省との連携状況など）： 
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原子力関係経費の予算案ヒアリング 施策概要 

 

１．基本事項： 

所管省 内閣府 原子力政策担当室 整理番号 ２ 

施策名 ＩＡＥＡ総会、アジア原子力協力フォーラム（ＦＮＣＡ）等の国際会議への積極的な参加 

基本方針 

分類 

主：Ｆ２ 我が国の政策に関する海外への情報発信活動の充実 

従：Ｆ１ 原子力発電所建設への我が国産業の参加を促進するための環境整備に

係る取組の充実及びアジアにおける原子力分野の人材育成を含む原子

力発電導入国の基盤整備への協力 

Ｆ３ ＩＡＥＡ、ＯＥＣＤ／ＮＥＡ等の国際機関における活動への積極的参

加 

Ｆ４ ＧＩＦ、ＩＮＰＲＯ及びＧＮＥＰ等を通じた国際協力の推進 

Ｆ５ 核不拡散体制、原子力安全及び核セキュリティの維持・強化に関する

国際社会の取組に対するＩＡＥＡといった国際機関や関係国との連

携・協力を通じた積極的貢献 

大綱分類 

主：４－２（１）「国際協力及び原子力産業の国際展開（諸外国との協力）」 

従：４－１「核不拡散体制の維持・強化」 

  ４－２（２）「国際協力及び原子力産業の国際展開（国際機関との協力）」 

２．予算額：                            （百万円） 

 ２０年度予算案額 ２０年度概算要求額 １９年度予算額 

一般会計 ２９ ３２ １８ 

エネ特会（立地対策）    

エネ特会（利用対策）    

合計 ２９ ３２ １８ 

 

３．施策内容 

（１）概要（必要性・緊急性） 

ＩＡＥＡ、ＧＮＥＰ等の会合に積極的に参加することにより、我が国の原子力政策や原子力研究開

発利用の現状等を諸外国に積極的に発信するとともに、各国の原子力に関する知見を取り入れる。

また、アジア地域における原子力の平和利用に関するパートナーシップを強化するために、ＦＮＣＡ

大臣級会合、コーディネーター会合等を開催する。このことを通じて、我が国における原子力研究

開発利用を推進すると同時に、我が国の原子力の平和利用の考え方や優れた技術等を通じた国

際的貢献、働きかけを行う。 

様式２ 
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（２）期待される成果・これまでの成果 

国際会議等の場を通じて、原子力発電、放射線利用等の原子力の平和利用を進展させる。

これは、我が国の原子力政策に関する諸外国の理解を深め、プレゼンスを高めることに貢献

することになる。 

 

４．当該施策の事前評価・中間評価の有無及びその評価の内容等： 

 特になし。 

 

５．平成２０年度予算要求内容： 

ＩＡＥＡ、ＧＮＥＰ等の会合に出席するための経費、ＦＮＣＡの大臣級会合、コーディネ

ーター会合等を実施するための経費を要求する。 

 

６．その他（懸案事項、他省との連携状況など）： 

 


